
１． 組みたての前準備
各ユニットを取りつけるための穴など，組み立ての前準備をします。

棚板（①）を基準にそれぞれの板を接着します。また、ユニット
の取りつけ前にやすりや塗装などの仕上げもしておきます。

２． 材料の接着１（下側）

ペンや消しゴムなどかんたんな文房具を収納するためのラック。
さらに発展すればスマホスタンドなどを作ることも可能です。

製作例の作り方や構造を把握して自分だけの作品に挑戦しましょう。

製作例の材料取り図

糸のこ盤やボール盤を活用してスピーカホール
でも個性を活かすことができます。

はみ出した部分はやすりなどでけずって
整えましょう。

各自の設計で組み立て後にユニットを取り
つけられない場合があります。その場合は
組み立てる前にユニットを取りつけておき
ましょう。

ホール基本（Φ44㎜） メッシュ基本（Φ5㎜）

ホール応用例
（Φ44㎜の範囲内）

メッシュ応用例

３． 材料の接着２（ラック側）
ラックになる部分の材料を接着します。

４． 材料の接着３（仕切り板）
必要に応じて仕切り板を接着してください。

けがき線と棚面を合わせます。 ※仕切り板（⑧）は配置場所によって作品の雰囲気や使用
　目的が変化します。接着前にいろいろ試してみましょう。

❶ 各自の設計をもとにユニットを取りつけのための穴あけをしておきます。
　※穴位置などは型紙を利用しましょう。（８，９ページ参照）

❷ 背板になる板には溝のない端から 50mmの位置にけがきをしておきます。

  応用例２  　　　　ラックタイプ

４．ラジオユニットの取りつけと配線 ５．MDFの取りつけ
８，９ページを参考にしてラジオの各ユニットを
取りつけてから５ページを参考に配線します。

背面から溝に沿ってMDFを挿しこみます。

120 ㎜ 120 ㎜

スピーカホールの加工

溝のレールに沿って
挿しこみます。

50 ㎜ 50 ㎜ 45㎜ 50 ㎜

MDF

50 ㎜

は接着面

は接着面 は接着面

⑧の位置は調節可能

237 ㎜

120 ㎜

つまみは強く押し込むと部品が破損します。注意しましょう。

押
し

なが
ら回しま

す
。

※リード線の表記を省略しています。


